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Bridge Report  キッツ（６４９８） 
 

会社名 株式会社 キッツ 

証券コード 6498 

市場 東証 1 部 

業種 機械(製造業) 

会社名 株式会社 キッツ 
 

所在地 千葉市美浜区中瀬 1-10-1 

事業内容 バルブ国内首位。特に建築設備や石油化学向けに強い。海外開拓に積極姿

勢。伸銅品も国内上位 

決算月 3 月 

 

 
堀田 康之 社長 

ＨＰ http://www.kitz.co.jp/ 

 

－ 株式情報 －   

株価 発行済株式数（自己株式を控除） 時価総額 ROE（実） 売買単位   

309 円 109,222,708 株 33,750 百万円 4.7% 100 株   

DPS（予） 配当利回り（予） EPS（予） PER（予） BPS（実） PBR（実）   

9.00 円 2.9% 35.70 円 8.7 倍 490.65 円 0.6 倍   

*株価は 8/7 終値。発行済株式数は直近四半期末の発行済株式数から自己株式を控除。ROE、BPS は前期末実績。 

－ 連結業績推移 － （単位：百万円、円） 

決算期 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 EPS 配当 

2009 年 3 月(実) 127,095 7,188 6,475 3,396 30.02 9.00

2010 年 3 月(実) 96,592 6,976 6,248 3,079 27.23 7.00

2011 年 3 月(実) 106,059 6,341 5,929 3,063 27.36 7.00

2012 年 3 月(実) 108,446 4,638 4,388 2,480 22.71 7.50

2013 年 3 月(予) 112,000 6,600 6,200 3,900 35.70 9.00

*予想は会社予想。 

 

 

 

 

 

キッツの 2013 年 3 月期第 1 四半期決算について、ブリッジレポートにてご報告致します。 

 

 

 

１．会社概要 

２．2013 年 3 月期第 1 四半期決算 

３．2013 年 3 月期業績予想 

４．トピックス 

５．今後の注目点 

 

 

 

 

 

http://www.kitz.co.jp/
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今回のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・13/3 期 1Q（4-6 月）は売上が前年同期比 3.1％減少したものの、プラント向け物件の評価減の減少や材料相場（銅

市況）の下落に加え、コストダウン効果等もあり、バルブ事業の収益性が改善。伸銅品事業においても、材料相場の

下落がプラスに働いた。営業利益は同 15.3％増加し、期初計画を 36.5％上回った。 
 
・上期及び通期の業績予想に変更は無かった。しかし、予想には 1Q の上振れ分（売上高 1.4 億円、営業利益 4.6 億

円）、及び足元の堅調さが反映されていない。同社の業績が材料相場や為替相場の影響を受けやすい事に留意す

る必要はあるものの、少なくとも上期については大幅な利益の上振れが予想される。 
 
・1Q の好決算は材料相場に助けられた面もあるが、成長軌道への回帰に向けた芽が着実に育ちつつある事に注目

したい。具体的には、中国でのシェアアップ、北米での収益性の高いオイル＆ガス向け製品の好調、拠点開設効果

によるアセアンでの販売増、更にはプラント向け物件の採算管理の進捗やコストダウン等である。 

１．会社概要 

バルブを中心とした流体制御機器・装置の総合メーカー。バルブは、「水道メータ周り」、「ガスメータ周り」、「給湯器」等でよ

く目にするが、家庭だけでなく、あらゆる産業設備に使われており、同社は素材からの一貫生産を基本に、青銅、鋳鉄、ダ

クタイル鋳鉄（強度や延性を改良した鋳鉄）、ステンレス鋼等を素材に数万種をラインナップしている。また、バルブの材料

として使用される伸銅品の外販を行っている他、フィットネス事業やホテル事業等も手掛けている。バルブでは国内トップ。

伸銅品では国内 2 位のポジションにある。 

  

【事業セグメントの概要】 

事業は、バルブ事業、伸銅品事業、及びその他に分かれ、12/3 期の売上構成比は、それぞれ 72.8％、18.5、8.7％。 

  

バルブ事業 

キッツグループのコア事業であり、上下水道・給湯・ガス・空調等のライフラインや石油・化学・紙パ・半導体等の産業分

野において、流体制御機器として重要な役割を担うバルブや継手を中心に、製造・販売している。  

伸銅品事業 

伸銅品とは、銅に亜鉛を加えた「黄銅」、すず及びりんを加えた「りん青銅」、ニッケル及び亜鉛を加えた「洋白」等の銅合

金を、溶解、鋳造、圧延、引抜き、鍛造等の熱間または冷間の塑性加工によって、板、条、管、棒、線等の形状に加工し

た製品の総称。キッツグループの伸銅品事業は、黄銅製の材料を用いた「黄銅棒」を生産販売している。この黄銅棒は、

バルブの部材を初め、水栓金具、ガス機器、家電等の部材として使用されている。  

その他 

総合スポーツクラブの経営（フィットネス事業）、ホテル・レストラン経営（ホテル事業）を行っている。 
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２．2013 年 3 月期第 1 四半期決算 

（１）第 1 四半期（4-6 月）連結業績        （単位：百万円）

  12/3 期 1Q（4-6 月） 構成比 13/3 期 1Q（4-6 月） 構成比 前年同期比 期初計画 計画比 

売上高 28,088 100.0% 27,204 100.0% -3.1% 27,055 +0.6%

売上総利益 6,232 22.2% 6,434 23.7% +3.2% 6,178 +4.1%

販管費 4,728 16.8% 4,700 17.3% -0.6% 4,908 -4.2%

営業利益 1,504 5.4% 1,734 6.4% +15.3% 1,270 +36.5%

経常利益 1,400 5.0% 1,655 6.1% +18.2% 1,219 +35.8%

四半期純利益 655 2.3% 866 3.2% +32.1% 668 +29.6%

※数値には（株）インベストメントブリッジが参考値として算出した数値が含まれており、実際の数値と誤差が生じている場合があります（以下同じ）。 

 

アセアン、中国、北米等を中心に主力のバルブ事業が堅調に推移 

売上高は前年同期比 3.1％減の 272.0 億円。材料相場（銅市況）の下落で伸銅品事業の売上が同 21.2％減少したものの、

アセアン、中国、北米など海外を中心に主力のバルブ事業の売上が同 1.3％増加。前年同期に東日本大震災（以下、震

災）の影響を受けたフィットネス事業やホテル事業の売上も増加した。 

営業利益は同 15.3％増の 17.3 億円。プラント向け物件の評価減の減少や材料相場の下落に加え、コストダウン効果や物

流費・支払手数料等の減少もありバルブ事業の収益性が改善し、バルブ事業のセグメント利益が同 13.1％増加。売上が

減少した伸銅品事業も、材料相場の下落で前年同期並み（同 1.7％の減少）の利益を確保した。 

支払利息の減少（113 百万円→71 百万円）等で営業外損が改善。三吉バルブの工場跡地売却に伴う減損損失（105 百万

円）など特別損失 1.3 億円を計上したものの、税負担の減少で四半期純利益は 8.6 億円と同 32.1％増加した。 

 

計画との比較では、北米で収益性の高いオイル＆ガス向けのボールバルブが伸びた事や前期に実施した値上げが浸透

する中で材料相場が下落した事、更にはコストダウン効果及び諸経費の削減が計画を上回った事もあり、バルブ事業の利

益率が想定以上に改善。また、伸銅品事業も、材料相場の下落で想定したほど採算が悪化しなかった。 

 

為替レート及び電気銅建値 

 12/3 期 平均実績 13/3 期 1Q（実績） 13/3 期 計画 

ドル        （1 ドル ＝） 79.45 円 79.73 円 80.00 円

ユーロ      （1 ユーロ ＝） 111.17 円 106.27 円 105.00 円

電気銅建値   （1 トン ＝） 717,000 666,667 700,000

 

（２）セグメント別動向 

セグメント別売上高・営業利益         （単位：百万円）

  12/3 期 1Q（4-6 月） 構成比 13/3 期 1Q（4-6 月） 構成比 前年同期比 期初計画 計画比

バルブ事業 20,165 71.8% 20,433 75.1% +1.3% 20,276 +0.8%

伸銅品事業 5,787 20.6% 4,563 16.8% -21.2% 4,596 -0.7%

その他 2,135 7.6% 2,207 8.1% +3.4% 2,183 +1.1%

連結売上高 28,088 100.0% 27,204 100.0% -3.1% 27,055 +0.6%

バルブ事業 2,058 92.5% 2,328 93.8% +13.1% 1,941 +19.9%

伸銅品事業 124 5.6% 122 4.9% -1.7% 69 +76.8%

その他 42 1.9% 32 1.3% -23.3% 34 -5.8%

消去/全社 -720 - -748 - - -774 -

連結営業利益 1,504 - 1,734 - +15.3% 1,270 +36.5%

 

バルブ事業 

売上高は前年同期比 1.3％増の 204.3 億円。国内が 132.8 億円と同 5.3％減少したものの、海外が 71.4 億円と同 16.4％増

加した。国内では、上下水道向けや石油精製・石油化学向けが増加したものの、建築設備向け（前年同期は震災後の仮

需があった）や半導体製造装置向けの落ち込みをカバーできなかった。一方、海外では、アジア、北米、欧州の 3 極で売上
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が増加。アジアはシンガポールに拠点を新設して販売を強化した成果が現れた他、中国や中東でも売上が増加。北米で

は石油精製・石油化学向けが引き続き好調を持続。債務問題に揺れる欧州でもキッツブランドの販売が増加した。 

セグメント利益は同13.1％増の23.2億円。売上の減少で国内での利益が減少したものの、増収効果やプラント向け物件の

低価法の評価減減少で海外での利益が増加した。 

 

伸銅品事業 

売上高は前年同期比 21.2％減の 45.6 億円、セグメント利益は同 1.7％減の 1.2 億円。黄銅棒市場の取引が 15,300 トン/月

と前年同期比 6.5％縮小した事に加え、製品価格も材料相場の下落で 15％低下。取引数量の減少と価格低下の影響を受

けてセグメント売上高が減少したものの、材料相場変動に伴う原価差益の計上で採算が改善。ほぼ前年同期並みの利益

を確保した。 

 

その他 

売上高は前年同期比 3.4％増の 2,20７百万円、セグメント利益は同 23.3％減の 32 百万円。東日本大震災の影響がなくなり

フィットネス事業及びホテル事業共に売上が増加したものの、電気料金の値上げ等による費用増が利益を圧迫した。 

 

四半期売上高・利益の推移     （単位：百万円）

  12/3-1Q 2Q 3Q 4Q 13/3-1Q 

バルブ事業 20,165 20,119 19,675 19,015 20,433

伸銅品事業 5,787 5,416 4,339 4,522 4,563

その他 2,135 2,729 2,393 2,146 2,207

連結売上高 28,088 28,265 26,408 25,684 27,204

バルブ事業 2,058 1,130 1,951 1,773 2,328

伸銅品事業 124 71 -21 93 122

その他 42 260 99 -48 32

消去/全社 -720 -623 -732 -821 -748

連結営業利益 1,504 839 1,297 997 1,734

 

（３）会社別動向（バルブ事業） 

第 1 四半期（4-6 月）個別業績         （単位：百万円）

  12/3 期 1Q（4-6 月） 構成比 13/3 期 1Q（4-6 月） 構成比 前年同期比 期初計画 計画比 

売上高 13,486 100.0% 16,195 100.0% +20.1% 15,500 +4.5%

営業利益 557 4.1% 958 5.9% +72.1% 800 +19.8%

経常利益 1,164 8.6% 1,231 7.6% +5.8% 900 +36.8%

四半期純利益 775 5.8% 769 4.7% -0.8% 549 +40.1%

 

半導体製造装置向けを手掛けるキッツ SCT の売上・利益が大きく落ち込んだものの、キッツ個別の売上・利益が伸びた他、

海外子会社も円高の影響を吸収して総じて好調だった。 

 

キッツ個別 

前年同期比 20.1％の増収、同 5.8％の経常増益。石油精製・石油化学向けの好調に加え、東洋バルヴの製造部門を吸収

した効果もあり売上が増加。増収効果と材料相場の下落に加え、プラント向け物件の低価法の評価減減少もあり、利益率

が改善し、営業利益は同 72.1％増加した。営業外損益の悪化は、一部子会社の苦戦等による配当金の減少等による。 

 

子会社 

建築・上下水道関連で、製販を分離した東洋バルヴの売上・利益が減少した他、円高の影響（1 バーツ＝2.71 円→2.60 円）

でキッツタイの売上・利益も減少したが、復興需要等で、上下水道向けを手掛ける清水合金製作所の売上が増加し、損益

が改善。プラント・エネルギー関連では、キッツアメリカの売上・利益が円高の影響を吸収して伸びた他、独 Perrin 社や台

湾北澤の売上・利益も増加。中国子会社は、付加価値の高いステンレスバルブを手掛けるキッツ昆山の売上・利益が増加

する一方、汎用の鋳鋼バルブを手掛けるキッツ閥門が苦戦した。 
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この他、半導体投資の減少で、半導体製造装置向けを手掛けるキッツ SCT の売上・利益が大きく落ち込んだ。 

（４）財政状態及びキャッシュ・フロー（CF） 

財政状態   （単位：百万円）

  12 年 3 月 12 年 6 月   12 年 3 月 12 年 6 月 

現預金 5,674 5,002 仕入債務 5,541 5,236

売上債権 22,782 24,101 短期有利子負債 8,164 9,456

たな卸資産 16,472 16,548 長期有利子負債 16,125 15,044

流動資産 47,247 47,879 負債 40,491 40,058

有形固定資産 34,767 35,232 純資産 54,489 55,706

投資その他 10,561 10,134 負債・純資産合計 94,981 95,765

固定資産 47,734 47,886 有利子負債合計 24,289 24,501

 

第 1 四半期末の総資産は前期末比 7.8 億円増の 957.6 億円。借方では、海外での売上増加に伴い売上債権が増加。貸方

では、未払法人税等が増加した他、有利子負債もわずかに増加した。自己資本比率は前期末比 0.8 ポイント改善の

57.2％。 

 

キャッシュ・フロー     （単位：百万円）

  12/3 期 1Q（4-6 月） 13/3 期 1Q（4-6 月） 前年同期比 

営業キャッシュ・フロー -1,892 604 +2,496 -

投資キャッシュ・フロー -678 -1,112 -434 -

フリー・キャッシュ・フロー -2,570 -508 +2,062 -

財務キャッシュ・フロー -1,499 -312 +1,187 -

現金及び現金同等物期末残高 8,678 4,961 -3,717 -42.8%

 

CF の面では、前年同期に比べ海外プラント向け商品のたな卸資産等が減少した事もあり営業 CF が大幅に改善。設備投

資が増加したものの、前年同期は 25.7 億円だったフリーCF のマイナスが 5.0 億円に縮小。配当の支払等で財務 CF がマ

イナスとなり、現金及び現金同等物の第 1 四半期末残高は 49.6 億円と前期末比 6.7 億円減少した（前年同期末は社債の

償還を控えていたため、現金及び現金同等物の残高が一時的に膨らんだ）。 

 

 

 

３．2013 年 3 月期業績予想 

第 1 四半期業績が上振れしたものの、上期及び通期の業績予想に変更は無かった。 

 

（１）上期業績 

上期予想は売上高 550 億円（前年同期比 2.4％増）、営業利益 29 億円（同 23.7％増）、経常利益 28 億円（同 32.2％増）、

当期純利益 17 億円（同 58.3％増）だが、この予想には第 1 四半期決算の上振れ分（売上高 1.4 億円、営業利益 4.6 億円、

経常利益 4.3 億円、四半期純利益 1.9 億円）、及び足元の堅調さが反映されていない。このため、結果として第 2 四半期

（7-9 月）の予想（上期予想－第 1 四半期実績）は、期初計画を大幅に下回るものとなっている。 

 

第 2 四半期（7-９月）連結業績         （単位：百万円）

  12/3 期 2Q 実績 構成比 13/3 期 2Q 予想 構成比 前年同期比 2Q 期初計画 計画比 

売上高 28,265 100.0% 27,795 100.0% -1.7% 27,945 -0.5%

売上総利益 5,521 19.5% 6,145 22.1% +11.3% 6,402 -4.0%

販管費 4,681 16.6% 4,979 17.9% +6.4% 4,772 +4.3%

営業利益 840 3.0% 1,165 4.2% +38.7% 1,630 -28.5%

経常利益 718 2.5% 1,144 4.1% +59.3% 1,581 -27.6%

四半期純利益 418 1.5% 833 3.0% +99.2% 1,032 -19.3%
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※ 13/3 期 2Q 予想は上期予想から 1Q 実績を控除したもの。 

確かに同社の収益は材料相場や為替の影響を強く受けるものの、足元は、材料相場、為替相場共に落ち着いており、9 月

末までの約 1 ヵ月半での急激な収益性の悪化は考え難い（子会社の決算期は 12 月のため、6 月に第 2 四半期が終了して

いる）。 

また、第 1 四半期の実績を考えると、第 2 四半期の期初計画自体、保守的であると感じる。仮に第 2 四半期が期初計画通

りに進んだ場合、上期業績は売上高 551 億円（前年同期比 2.1％減）、営業利益 33.6 億円（同 43.5％増）、経常利益 32.3

億円（同 52.8％増）、四半期純利益 18.9 億円（同 76.9％）となる。 

 

上期連結業績     （単位：百万円）

  12/3 期 上期 実績 構成比 13/3 期 上期 予想 構成比 前年同期比 

売上高 56,353 100.0% 55,000 100.0% -2.4%

売上総利益 11,753 20.9% 12,650 23.0% +7.6%

販管費 9,409 16.7% 9,750 17.7% +3.6%

営業利益 2,344 4.2% 2,900 5.3% +23.7%

経常利益 2,118 3.8% 2,800 5.1% +32.2%

四半期純利益 1,073 1.9% 1,700 3.1% +58.3%

 

（２）通期業績 

通期予想は、売上高 1,120 億円（前期比 3.3％増）、営業利益 66 億円（同 42.3％増）、経常利益 62 億円（同 41.3％増）、当

期純利益 39 億円（同 57.2％増）。配当は 1 株当たり上期末 4.5 円、期末 4.5 円の年 9 円を予定している。 

 

通期連結業績     （単位：百万円）

  12/3 期 実績 構成比 13/3 期 予想 構成比 前期比 

売上高 108,446 100.0% 112,000 100.0% +3.3%

売上総利益 23,772 21.9% 25,760 23.0% +8.4%

販管費 19,134 17.6% 19,160 17.1% +0.1%

営業利益 4,638 4.3% 6,600 5.9% +42.3%

経常利益 4,388 4.0% 6,200 5.5% +41.3%

当期純利益 2,480 2.3% 3,900 3.5% +57.2%

 

 

 

４．トピックス 

水関連の新たな国際的プロモーション活動を展開するべく「KITZ Water Solutions」を立ち上げた他、燃料電池車に燃料を

供給する水素ステーション用高圧ボールバルブの製品化に成功した。 

 

（１）水関連の新たな国際的プロモーション活動「KITZ Water Solutions（KWS）」の展開 

「KITZ Water Solutions（KWS）」は、キッツグループ各社の水関連技術や製品、サービスに基づく、国際的なプロモーション

活動の総称。参加企業は、同社の他、水処理装置等の技術を有する東洋バルヴ、造水技術を有する清水合金製作所、樹

脂製品に強みを持つキッツ SCT、浄水器等の技術を有するキッツマイクロフィルター、各種の黄銅棒など伸銅品を扱うキッ

ツメタルワークスの 6 社。企業個々ではなく、グループが一丸となって進める事が KWS のポイントだ。 

2020年には世界で110兆円に達すると言われている世界の水ビジネス市場をターゲットに、顧客視点に立ったソリューショ

ンを展開していく考えで、グループ横断的に活動を進めていく。具体的には、国際的な展示会への出展、専用ウェブサイト

の運営、更には Face To Face によるヒアリング等を通して、グローバルな潜在顧客からの水に関する“困りごと・欲してい

ること”を探り出し、キッツグループが持つ製品や技術を提案する。 

この一環として、7 月に Singapore International Water Week 2012（SIWW：シンガポール国際水週間）に出展した。SIWW は水

関連技術や水ビジネスの国際的な情報交換の場として世界最大規模を誇る学会であり、展示会である。7 月 2 日から 4 日

にかけて開催され、104 カ国、750 社、18,544 人が参加した。 
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（２）新製品 水素ステーション用高圧ボールバルブ 

燃料電池車の市場拡大を受けて、燃料電池車に燃料を供給する水素ステーションの市場も世界レベルで拡大している。

キッツ、キッツ SCT、独 Perrin 社を中心に、グループをあげて水素ステーション用高圧ボールバルブ（現在日本で量産体制

を確立しているのは、同社グループのみ）を育成していく考え。 

水素ステーション用高圧ボールバルブは、キッツが NEDO（独立行政法人新エネルギー・産業技術開発機構）から開発委

託を受けて開発に着手したもので、先ごろ製品化に成功した。製造は、半導体製造装置用バルブメーカーでクリーンテクノ

ロジーに強みを持つキッツSCT、及び工業用ボールバルブメーカーで高温・高圧・低温の特殊用途メタルシート技術を有す

る独 Perrin 社。12 年 9 月より国内外のグループ各社が世界市場で販売を開始する予定で、既にキッツが販売を開始して

いる CNG（天然ガスを燃料とする）ステーション用ボールバルブと共に、エコカーステーション用バルブシリーズとして販売

活動を行っていく。 

売上目標は、16/3期にCNGステーション1億円（シェア10％）、水素ステーション6億円（同30％）の計7億円。21/3期に、

それぞれ 2 億円（同 20％）、13 億円（同 45％）の計 15 億円。 

 

対象市場と市場規模          （同社資料を基に作成） 

 日本市場 世界市場 

NGV（Natural Gas Vehicle） 4 万台を突破 1,267 万 4,402 台 

CNG ステーション 342 ヵ所 1 万 8,202 ヵ所 

CNG 

ステーション 

推定市場規模 - 約 10 億円/年 

燃料電池車 実証試験中 独で実証試験中 

水素ステーション 実証用 16 ヵ所、15 年 100 ヵ所、25 年 1,000 ヵ所 独：15 年 137 ヵ所、20 年 1,000 ヵ所

水素 

ステーション 

推定市場規模 - 15 年約 20 億円、20 年約 30 億円 

 

 

 

５．今後の注目点 

第1四半期の好決算は材料相場に助けられた面もあるが、成長軌道への回帰に向けた芽が育ちつつある事に注目したい。

具体的には、中国でのシェアアップ（ハイエンド製品(汎用品・自動弁)の他に、アッパーミドルクラスの製品を投入）、北米で

の収益性の高いオイル＆ガス向け製品の好調、シンガポールに拠点を開設した効果によるアセアンでの販売増、更には

専門部署の設置によるプラント向け物件の採算管理の進捗やコストダウン等である。この芽を育て、来期以降の業績につ

なげていく事ができるか否か、がポイント。 
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